
※「配慮書」とは

事業への早期段階における環境配慮を可能にするため、規模が大きく環境に大きな影響を及ぼすおそれ

がある事業を実施しようとする者が、事業の位置・規模等の検討段階において、環境保全のために適正な

配慮をしなければならない事項について検討を行いその結果をまとめた図書です。

この取組は、しあわせ信州創造プラン（長野県総合５か年計画）の「施策の総合的展開５－２快適でく

らしやすいまちづくり」を目指すものです。

しあわせ信州創造プラン（長野県総合５か年計画）推進中

現在、県が道路計画を検討している国道１５３号伊駒アルプスロードにつきましては、

環境影響評価法に基づく計画段階配慮書（｢配慮書｣※）の手続きが、１月 27日の国土交通

大臣意見をもって完了しました。

これを受け、配慮書において複数案としていたルート帯をひとつに決定し、以下の会議

で公表しますのでお知らせします。

長野県伊那建設事務所プレスリリース 平成 28 年（2016 年）２月５日

国道１５３号伊駒アルプスロードに関する会議を開催します

伊那建設事務所 整備課 計画調査係
（課長）塩野入 宗義
（係長）関 一規 （担当）高林 正樹
電 話：0265-76-6848(直通)
ＦＡＸ：0265-78-6850
Email inaken-seibi@pref.nagano.lg.jp

１ 日 時 平成 28年２月 10日（水） 11時から 12時まで

２ 場 所 伊那合同庁舎 ３０１号会議室

３ 出席予定者 伊那市長、駒ヶ根市長、宮田村長、伊那建設事務所長

４ 会議内容 ・配慮書手続きの報告

・ルート帯決定の報告

・今後の進め方についての説明

◆◇「オール信州」宣言 ◇◆

私たちは「⻑野県⼈⼝定着・

確かな暮らし実現総合戦略」の

実現に取り組んでいます。


